
【解　答】

消化管アミロイドーシス

解説：
　アミロイドーシスは，線維性蛋白であるアミロ
イドが全身の臓器に沈着して機能障害をおこす疾
患の総称であり，消化管にも高頻度に沈着する1）．
　全身性アミロイドーシスはAL（amyloid of light 
chain）型，AA（amyloid of A protein）型，透析
関連，遺伝性の 4 型に分類され1），臨床病型を問わ
ず消化管では胃，小腸に高頻度に発生する．主な
臨床症状は，食欲不振，嘔気・嘔吐，便秘，下痢
である．消化管出血や蛋白漏出性胃腸症，腸閉塞
症を呈することもある2）．消化管アミロイドーシス
の腹部 CT 所見では消化管のびまん性壁肥厚と腸
管拡張が特徴的とされるが，CT で異常を認めな
い例も多い．アミロイドの組織への沈着部位によ
り内視鏡像には違いがみられる．AL 型では粘膜
筋板，粘膜下層，固有筋層に塊状に沈着するた
め3），襞の肥厚や粘膜下腫瘍様隆起を呈する4）．AA
型では粘膜固有層と粘膜下層血管壁に沈着するた
め5），顆粒状粘膜や血管網増生がみられることが多
い6）7）．また，小潰瘍，発赤斑や易出血性は AL 型
と AA 型ともにみられる所見であるが，血管壁へ
のアミロイド沈着による二次的な変化と考えられ
ている4）．AL 型では血管壁の外側に沈着し，AA
型では血管の内膜と中膜へ沈着する8）．
　本症例は大腸内視鏡検査でびまん性にびらん，
襞の肥厚と浮腫，顆粒状粘膜を認め（Figure 2），
生検病理組織所見では，間質の浮腫状変化，軽度
から中等度の炎症細胞浸潤とびらんを認めた．粘
膜下層を中心に血管周囲にも HE 染色で好酸性の
無構造物質の沈着を認め，Congo Red 染色で赤橙
色を呈し，アミロイド沈着と診断された．偏光顕
微鏡では緑色の複屈折性を示した（Figure 3）．内
視鏡像は非特異的であり，移植直後からの頻回の
下痢や腹痛の症状からはサイトメガロウイルス

（CMV）などの腸管感染症が第一に鑑別疾患とし
て挙げられるが，CMV は免疫染色で陰性であっ
た．原疾患である多発性骨髄腫に合併した腸管ア

ミロイドーシスと診断した．
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